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今
回
は
光
回
線
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
相
談
を
紹

介
し
ま
す
。

〈
Ｑ
〉

　契
約
中
の
大
手
通
信
事
業
者
Ａ
を
名
乗
る
電

話
が
あ
り
、「
光
コ
ラ
ボ
の
案
内
で
す
。
今
よ

り
１
０
０
０
円
ほ
ど
安
く
な
り
ま
す
よ
」
と
勧

誘
さ
れ
ま
し
た
。
Ａ
社
の
プ
ラ
ン
変
更
だ
と
思

い
、
手
続
き
を
す
る
と
別
会
社
と
の
契
約
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。（
60
代
男
性
）

〈
Ａ
〉

　Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
・
西
日
本
か
ら
光
回
線
を
借

り
受
け
た
事
業
者
（
光
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
事

業
者
）
の
参
入
が
増
え
、
こ
れ
ら
の
業
者
が
提

供
す
る
光
回
線
サ
ー
ビ
ス
（
光
コ
ラ
ボ
）
の
契

約
に
関
す
る
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
光

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
事
業
者
と
の
契
約
は
Ｎ
Ｔ

Ｔ
東
日
本
・
西
日
本
と
の
契
約
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、「
安
く
な
る
」
と
勧
誘
さ
れ
て
も

ほ
か
の
オ
プ
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
と
セ
ッ
ト
契
約

だ
っ
た
場
合
、
今
の
料
金
よ
り
高
く
な
る
こ
と

も
あ
る
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　こ
の
よ
う
な
勧
誘
を
受
け
た
場
合
は
、
す
ぐ

に
契
約
せ
ず
、
事
業
者
名
、
サ
ー
ビ
ス
名
な

ど
契
約
内
容
を
確
認
し
、
分
か
ら
な
い
場
合

や
新
契
約
が
必
要
な
い
と
思
っ
た
場
合
は
断
り

ま
し
ょ
う
。
特
に
光
コ
ラ
ボ
は
電
気
通
信
事
業

法
の
解
約
ル
ー
ル
で
あ
る
「
初
期
契
約
解
除
制

度
」【
注
】
の
対
象
で
す
の
で
、
解
約
し
た
い
と

思
っ
た
ら
す
ぐ
に
光
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
事
業
者

に
申
し
出
ま
し
ょ
う
。
心
配
な
と
き
は
す
ぐ
に

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

光
回
線
サ
ー
ビ
ス
の
電
話
勧
誘
に
注
意

【
注
】「
初
期
契
約
解
除
制
度
」
…
２
０
１
６
年
５
月

21
日
に
施
行
さ
れ
た
改
正
電
気
通
信
事
業
法
に
よ
り
導

入
さ
れ
ま
し
た
。
利
用
者
が
事
業
者
に
は
が
き
な
ど
の

書
面
で
申
し
出
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
事
業
者
の
合
意

が
な
く
て
も
利
用
者
の
都
合
の
み
に
よ
っ
て
契
約
を
解

除
す
る
事
が
で
き
ま
す
。
こ
の
制
度
を
利
用
で
き
る
期

間
は
、
契
約
書
面
を
受
領
し
た
日
か
ら
８
日
間
が
経
過

す
る
ま
で
で
す
。
違
約
金
の
支
払
い
は
不
要
で
す
が
、

利
用
し
た
場
合
の
サ
ー
ビ
ス
料
、
契
約
解
除
ま
で
に
行

わ
れ
た
工
事
費
用
、
事
務
手
数
料
は
支
払
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
を

　困
っ
た
と
き
は
、
相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
木
津
川
市
木
津
上
戸
15
番
地
・
相
楽
会
館
１

階
＝
右
地
図
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
受
付
時

間
は
平
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
で
す
。

　土
日
・
祝
日
（
年
末
年
始
を
除
く
）
に
は
、

京
都
府
・
京
都
市
が
共
同
で
設
置
し
て
い
る

「
消
費
生
活
土
日
祝
日
電
話
相
談
」
で
、
特
定

非
営
利
活
動
法
人
京
都
消
費
生
活
有
資
格
者

の
会
が
受
け
付
け
て
い
ま
す
（

０
７
５

－

２
５
７

－

９
０
０
２
）。
受
付
時
間
は
午
前
10

時
〜
午
後
４
時
で
す
。

相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

72

－

９
９
５
５

相
楽
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー

（
相
楽
会
館
１
階
）京

都
山
城
総
合

医
療
セ
ン
タ
ー

山
城
南

保
健
所

山
城
広
域

振
興
局24

Ｊ
Ｒ
木
津
駅

メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
と
は
、
テ
レ
ビ
や
新

聞
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
、
各
種
の
メ
デ
ィ

ア
か
ら
送
り
込
ま
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
主

体
的
に
読
み
解
き
、
そ
の
真
偽
を
見
抜
き
、
情

報
を
活
用
す
る
力
の
こ
と
で
す
。
膨
大
な
情
報

の
中
に
は
、
事
実
で
は
な
い
も
の
（
フ
ェ
イ
ク

ニ
ュ
ー
ス
）、
誇
張
さ
れ
た
も
の
、
特
定
の
意

図
が
含
ま
れ
て
い
る
も
の
も
潜
ん
で
い
ま
す
。

「
そ
の
情
報
は
本
当
だ
ろ
う
か
」「
誰
が
、
ど

う
い
う
意
図
で
発
信
し
て
い
る
の
か
」
と
い
っ

た
視
点
を
常
に
持
っ
て
、
メ
デ
ィ
ア
と
付
き
合

う
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

◆
絶
大
な
メ
デ
ィ
ア
の
影
響
力

　皆
さ
ん
は
、
メ
デ
ィ
ア
で
何
度
も
見
聞
き
す

る
情
報
を
そ
の
ま
ま
信
じ
込
ん
だ
り
、
知
ら
ぬ

間
に
影
響
さ
れ
て
い
た
り
と
い
っ
た
経
験
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
人
は
、
繰
り
返
し
同
じ
よ
う
な

情
報
に
触
れ
て
い
る
と
、
そ
の
真
偽
の
ほ
ど
が

定
か
で
な
く
て
も
、
そ
の
情
報
を
自
然
に
信
じ

込
ん
で
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、

戦
時
下
で
は
正
確
な
情
報
を
知
る
す
べ
を
制
限

し
、
伝
え
た
い
情
報
だ
け
を
流
す
こ
と
で
大
衆

を
操
作
す
る
と
い
う
情
報
操
作
が
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
　

　メ
デ
ィ
ア
の
影
響
力
は
非
常
に
大
き
い
た

め
、
情
報
が
あ
ふ
れ
る
現
代
社
会
の
中
で
生
活

し
て
い
る
私
た
ち
は
、
メ
デ
ィ
ア
か
ら
知
ら
ず

知
ら
ず
の
う
ち
に
ど
ん
な
影
響
を
受
け
て
い
る

か
を
考
え
て
み
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

◆
男
女
共
同
参
画
と
メ
デ
ィ
ア

　ド
ラ
マ
や
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
・
雑
誌
な
ど
、
メ

デ
ィ
ア
で
は
昔
な
が
ら
の
固
定
的
な
性
別
役
割

分
担
や
、「
男
ら
し
さ
」・「
女
ら
し
さ
」
を
含
む

情
報
が
多
く
発
信
さ
れ
て
い
ま
す
。

　例
え
ば
、「
男
性
は
働
い
て
収
入
を
得
る
、
女

性
は
家
事
や
子
育
て
や
介
護
を
す
る
」「
男
性
は

強
く
た
く
ま
し
く
、
女
性
は
優
し
く
か
わ
い
ら

し
く
」
な
ど
、
挙
げ
れ
ば
き
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　し
か
し
、
時
代
は
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

個
人
の
生
活
ス
タ
イ
ル
が
多
様
化
し
、
柔
軟
な

発
想
や
多
様
性
に
対
す
る
理
解
が
必
要
な
時
代

と
な
り
、
従
来
の
画
一
的
な
「
男
ら
し
さ
・
女

ら
し
さ
」
よ
り
も
「
そ
の
人
ら
し
さ
」
が
尊
重

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
で
す
。

◆
自
分
で
情
報
の
吟
味
を

　生
き
方
も
好
み
も
人
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
て
当
た

り
前
、
メ
デ
ィ
ア
が
送
り
込
ん
で
く
る
価
値
観

に
合
わ
せ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
を
身
に
付
け
、
メ

デ
ィ
ア
の
「
女
性
は
…
、
男
性
は
…
」
と
い
っ

た
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
の
表
現
に
疑
問
や
違
和
感

や
疎
外
感
を
感
じ
た
ら
、
そ
の
感
覚
を
大
切
に

し
て
、「
そ
れ
は
事
実
か
」「
ど
ん
な
目
的
が
あ

る
の
か
」
を
自
分
で
吟
味
し
、
情
報
を
主
体
的

に
活
用
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

人
権
啓
発
課
男
女
共
同
参
画
係

95
－

１
９
１
９

メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
と
は

男
女
共
同
参
画
ミ
ニ
通
信

　
　
76
vol.

<

下
水
道
編
４>

下
水
道
事
業
に
関
す
る
答
申
内
容

シ
リ
ー
ズ 

精
華
町
の
上
下
水
道
⑤

い
よ
い
よ
４
月
か
ら
本
町
の
下
水
道
事
業
に
公
営

企
業
法
を
適
用
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
今
回
は

昨
年
11
月
27
日
㈫
に
答
申
さ
れ
た
精
華
町
上
下
水

道
事
業
審
議
会
の
答
申
書
の
内
容
を
説
明
し
ま
す
。

　平
成
29
年
11
月
１
日
に
町
長
か
ら
「
精
華
町

上
下
水
道
事
業
の
経
営
に
つ
い
て
」
精
華
町
上

下
水
道
事
業
審
議
会
に

諮
問
を
行
い
、
住
民
に

と
っ
て
必
要
不
可
欠
な

社
会
基
盤
で
あ
る
上
下

水
道
事
業
が
将
来
に
わ

た
っ
て
適
正
か
つ
効
率
的

な
安
定
運
営
を
図
る
必

要
が
あ
る
と
の
認
識
の
も
と
、
安
全
・
安
心
で

良
質
な
水
道
水
供
給
と
公
共
用
水
域
の
保
全
を

確
保
す
る
た
め
の
持
続
性
あ
る
健
全
な
上
下
水

道
事
業
経
営
の
あ
り
方
に
つ
い
て
５
回
の
審
議

会
で
議
論
を
交
わ
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

上
下
水
道
事
業
審
議
会
の
答
申
内
容

（
下
水
道
事
業
分
の
抜
粋
）

◆ 

下
水
道
事
業
の
現
状
並
び
に
下
水
道
使
用
料

の
見
直
し
に
つ
い
て

　精
華
町
の
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成

11
年
度
に
供
用
を
開
始
し
て
以
来
、
数
次
に
わ

た
っ
て
整
備
拡
張
さ
れ
、
平
成
28
年
度
末
現

在
、
行
政
区
域
内
人
口
３
万
７
６
２
１
人
に
対

上
下
水
道
課

95

－

１
９
１
２

　経
理
営
業
課

94

－

２
０
４
９

町長へ答申提出

し
て
整
備
済
区
域
内
人
口
３
万
７
０
６
８
人
、

普
及
率
は
98
・
５
％
と
な
っ
て
い
る
。

　下
水
道
事
業
は
雨
水
事
業
と
汚
水
事
業
と
に

分
け
ら
れ
る
が
、
審
議
会
で
経
営
上
、
問
題
と
し

て
提
起
さ
れ
た
の
は
、
後
者
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　汚
水
事
業
の
経
費
は
、
下
水
道
使
用
料
に
加
え

て
、
国
の
繰
出
基
準
に
基
づ
い
た
一
般
会
計
か
ら

の
繰
り
入
れ
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
る
の
が
一
般
的
で

あ
る
が
、
精
華
町
で
は
そ
れ
で
も
な
お
財
源
が
不

足
し
基
準
外
繰
り
入
れ
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

　そ
の
主
な
要
因
の
１
つ
は
、
経
費
回
収
率

（
現
在
の
官
庁
会
計
で
汚
水
処
理
費
が
使
用
料

で
ど
れ
く
ら
い
回
収
で
き
て
い
る
か
を
示
す
指

標
）
が
平
成
27
年
度
末
で
73
・
８
％
に
と
ど
ま

り
、
府
内
で
は
６
番
目
に
低
い
と
い
う
点
に
あ

る
。
使
用
料
収
入
の
不
足
を
基
準
外
繰
り
入
れ

で
補
填
す
る
現
行
の
経
営
は
、
町
財
政
を
圧
迫

し
、
下
水
道
事
業
の
持
続
可
能
性
は
も
と
よ

り
、
他
の
必
要
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
へ
の
影
響
が

今
後
さ
ら
に
懸
念
さ
れ
る
。

　し
た
が
っ
て
、
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
、
仮

に
汚
水
処
理
費
を
一
般
会
計
か
ら
の
基
準
外
繰

り
入
れ
に
依
存
し
な
い
、
す
な
わ
ち
使
用
料
収

入
と
基
準
内
繰
り
入
れ
に
よ
っ
て
賄
え
る
経
営

を
実
現
す
る
と
す
れ
ば
、
現
行
の
下
水
道
使
用

料
を
約
１・
７
倍
に
引
き
上
げ
る
必
要
が
あ
る

と
推
計
さ
れ
る
（
下
の
資
料
を
参
照
）
が
、
急

激
な
負
担
増
と
な
ら
な
い
配
慮
を
求
め
る
。

　以
上
か
ら
、
精
華
町
が
今
後
も
引
き
続
き
公

共
用
水
域
の
保
全
を
将
来
に
わ
た
っ
て
確
保
す

る
た
め
に
は
、
下
水
道
使
用
料
に
つ
い
て
、
そ

の
料
金
体
系
の
見
直
し
も
含
め
て
一
定
の
改
定

を
行
う
こ
と
は
不
可
避
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　し
か
し
な
が
ら
、
上
水
道
料
金
と
下
水
道
使

用
料
の
改
定
を
同
時
に
行
う
こ
と
は
、
住
民
生

活
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
料
金
の
改

定
を
行
う
際
に
は
、
住
民
に
前
も
っ
て
十
分
な

周
知
を
行
う
と
と
も
に
、
急
激
な
負
担
増
と
な

ら
な
い
よ
う
に
、
料
金
水
準
に
つ
い
て
は
段
階

的
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　ま
た
、
将
来
の
料
金
改
定
計
画
に
つ
い
て

は
、
上
下
水
道
事
業
そ
れ
ぞ
れ
の
経
営
環
境
の

変
化
に
対
応
す
る
た
め
に
、
概
ね
３
年
か
ら
５

年
毎
に
検
証
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

◆ 

経
営
改
善
に
向
け
た
継
続
的
な
努
力

　上
下
水
道
事
業
の
経
営
改
善
に
向
け
て
、
料
金

改
定
に
着
手
す
る
一
方
で
、
経
費
支
出
面
に
お
い

て
も
、
次
の
よ
う
な
不
断
の
努
力
が
求
め
ら
れ
る
。

① 

今
後
の
下
水
道
整
備
に
お
い
て
は
、
人
口
密
度

の
低
い
地
域
で
の
整
備
が
中
心
と
な
っ
て
い
く

な
か
で
、
整
備
手
法
と
コ
ス
ト
削
減
を
検
証
し

な
が
ら
継
続
的
に
、
効
率
良
く
整
備
す
る
こ
と
。

② 

整
備
済
み
地
区
や
新
し
く
整
備
し
た
地
区
の

下
水
道
へ
の
接
続
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
啓

発
に
努
め
る
こ
と
。

③ 
地
方
公
営
企
業
会
計
へ
の
移
行
に
よ
り
、
建

設
促
進
と
管
理
運
営
に
係
る
経
費
の
分
離
、

期
間
損
益
計
算
の
導
入
や
複
式
簿
記
の
採
用

に
よ
っ
て
、
事
業
の
経
営
状
況
や
財
政
状
態
、

下
水
道
資
産
の
維
持
管
理
・
更
新
等
に
係
る

経
費
等
の
よ
り
正
確
な
把
握
に
努
め
る
こ
と
。

下水道事業財政シミュレーション結果（収入）のイメージ：平成31年度～35年度合計額
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0

0

706

1,211
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　右
の
グ
ラ
フ
は
、
現
在
の
下
水
道
の
使
用
料

を
１・
３
倍
、
１・
７
倍
、
２・
１
倍
に
し
た
時

の
収
入
を
表
し
た
グ
ラ
フ
で
、
Ａ
で
は
基
準
外

繰
入
金
が
７
０
６
百
万
円
と
な
り
、
Ｂ
で
は
繰

入
金
が
０
円
と
な
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
Ｃ

は
経
費
回
収
率
が
１
０
０
％
と
な
り
、
非
常
に

安
定
し
た
経
営
を
行
う
こ
と
が
出
来
ま
す
。
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